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青山憲太郎ta)




Academic Staff, Electron Tube Divis10n. 




















































































Academic Investigator, History of communication technolo四
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第 1第 4及び第 5展示室について
石島巖ta)




Academic Staff, UEC Museum of Communicatuins. 

































































































































(5) 8月 25日 石島 巌「短波帯で発生する
フェージングの原因究明と完全除去」













































Masanori Idesawa ・ -, Xiahong Cheng 
↑ 学術調杏員，担当 第 7展示室
Academic Staff, Exivision room 7 
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[2] Xiahong Cheng, Qin Wang, Masanori Idesawa: Volume 
perception from motion, Optical Review 17-5(2010)439-
442. 
[ 3] Xiahong Cheng, Masanori Idesawa : With occlusion by 
proximal surface, even without self-occlusion 
continuously appearing and disappearing parts bring 










Academic Staff, Electron Tube Division. 















































































UEC Museum of Communications Annual Reports 
2012年度年次報告書
小椋正明ta)












































































Academic Investigator, Radio Equipment Division 






（日数） H24年 4月～H25年 3月 75回（日）
2.収蔵品・書籍・資料の整理
として第 1，第 4, 第 5展示室に拘わる
項に関し関係学術調査員と協力実施．
3. 資料作成等

































UEC Museum of Communications Annual Reports 
ミュージアムにおける支援活動
櫻井徹男ta)

















































































































































Academic Investigator, Test Equipment Divis10n. 















































1 0 0 0冊（リスト化されてない）あります．


















































会第 15回研究発表会， 2012年 10月28日， 18-21頁．
14 
UECコミュニケーションミュージアム 2012
UEC Museum of Communications Annual Reports 
総合コミュニケーション科学からの視点
田中正智ta)
























;¥ 視覚メディア 聴覚メディア 味覚・臭覚・触覚メディア
言語メディア 文字、数字など は業
モー ルス信号












































































































































































































































チップにトランジスタ 2箇，抵抗 5箇から成る 2段
増幅回路です．
トランジスタを使った簡単な工作実習を企画する
























[l] ウイリアム・ ショックレイ ”接合型トランジスタ発





明までの道＂ 連載第 2 回 日経エレクトロニクス
1977.6.13p 145-153 
[ 3 l ウイリアム・ショックレイ ’'接合型トラ ンジスタ発
明までの道＂ 連載第 3回 日経エレクトロニクス
1977.6.27p 141-154 
(4] ウイリアム・ショ ックレイ ’'接合型トラ ンジスタ発
明までの道＂ 連載第 4 回 日経エレクトロニクス
1977.7.1 p 153-173 
[5] "トランジスタ誕生 50周年 LSIの未来を探る”
NIKKEI MICRODEVICES 1997.12 p 90-157 
(6] 垂井康夫 ”ICの話" NHKブックス 411 昭和 57
年 3月20日
(7] 菊池誠 ＂日本の半導体 40年＂ 中公新書 1055
1992.1 
[8] “トランジスタ以前の半導体研究”エレクトロニクス
昭和 54年4月号 p 374-400 
写真2:ICパッケージのいろいろ
写真 3:初期の ICのチップ
UEC Museum of Communications Annual Reports 
第2展示室の展示について
中川圭介ta)












































































































































































UEC Museum of Communications Ann叫 Reports
電気通信大学の研究の歴史点描







































NAKAM口tA Haruhiko ta) 
t 学術調査員，無線機器担当









































下記に示す写真 1, 2は 2012年 7月逓信総合博
物館調査時のものである．
蒻｀．
































































































吉，”日本海海戦 10 0周年記念事業 10 0 0人委員
会， 日本海海戦 10 0周年記念歴史セミナー「世界
を変えた日露戦争」， p-15, パレスホテル，東京， 2 
0 0 5年 5月28日
[2] 中村治彦，“日本海海戦：その情報通信からの視点




p-15筑波大学， 2 0 0 5年6月4日






Six years of Website Building for UEC Museum ofCommunicat1ons 
HAYASHI Nobuota) 
t 電気通信大学名巻教授／学術調杏員 （ホー ムページ担当）
Professor Emeritus at University of Electro-Communications I 
Academic Investigator (Website Design and Implementation) 













転に先がけて 2007年 8月 30日に最初の検討がな





























日付 掲載数 File数 Size(MB) 備考
08.11.20 234 1272 46.6 ほぼ初版
10.08.31 446 2322 177 全室掲載
11.03.05 515 •9. - カタログ



























































































































Academic Investigator, Electron Tube D1V1s10n 































• 発売 1958年（昭和 33年）
・ CRT 14AHP4A (対角 36cm ネック径
36mm) 
・チューナー ターレット式 (12チャンネル）
・受信周波数 90 ., 108MHz, 170 ., 
222MHz 
・映像中間周波数 27MHz 





















































































Support for Operation on the Museum 
Maki Kohji t a)
t学術調査員，電子管担当
Academic Investigator, Electron Tube Division 














































































































































































UEC Museum of Communications Annual Reports 
4W20000A 
昭夫ta)




Academic Investigator, Electron Tube Division. 










































































































































































































Collection Status of Magazines & Journals 
WADA Mitsuhiro 
学術調杏員、無線機器担当





























































UEC Museum of Communications 
No. タイトル 出版社 収蔵雑誌のI＼令ックナンIV- 冊数
1 ラジオの日本 日 ラヂオ協会 1932年 2月号～1942年 10月 128冊
2 無線と実験 誠文堂新光社 1924年 5月 （創刊号）～2007年 5月号 394冊
3 CQ ham radio CQ出版社 1946 9月号（創刊号）～2011 12月 572冊
4 HAM Journal CQ出版社 1974年 No.1（創刊号） ～1995年 No.100 100冊
5 モービルハム 電波新聞社 1973年 5月 （創刊号）～2000年 3月号（最終号） 356冊
6 ハムライフ 電波新聞社 1971 8月 （創刊号）～1975 6月 49冊
7 日本放送出版協会 1947年 6月 1969 9月号
8 ラジオ技術 ラジオ技術社 1947年 4月 （創刊号）～2008 1月 整理中， 子供の科学 誠文堂新光社 1948 1月 1962 12月号 88冊
10 初歩のラジオ 誠文堂新光社 1951 3月 1964年4月 52冊
1 QST ARRL 1926 1月号～2007年 12月号 481冊
12 A凱TEURRADIO CQ 1984年 1月号～1998年 12月 187冊
13 ANITIQUE RADIO CLASSFIED 1984 9月 1992年 12月 整理中








PROCEEDINGS OF THE ELECTRICAL AND ELECTRONICS ENGINEERS (1914年～1965年の 50年間分）
（ほぼ創刊号から揃っている筈ですが、書棚への整理は今後の作業となります）
UECコミュニケーションミュージアム 2012年度年次報告書c 電気通信大学 35 
DEC Museum of Communications 
国府田東ーさんを偲ぶ
骨方は、本学電気通信学部・電波通信学科陸上通信専攻 (RB37) を卒業され、日本無線 (JRC) に就職、同社
の真空部・開発部・研究所等に勤務されました。その間、数々の業績をあげられました。なかんずく、本邦初か

























UEC Museum of Communications 
〒182-8585調布市調布ヶ丘 1-5-1
Tel: 042-443-5296, Fax: 042-443-5798 
URL: http://www.museum.uec.ac.jp/ 
